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本格的な夏に向けてのこの季節
今年も熱い戦いを繰り広げた
ジュニアアスリートたち

今号は、市、県を制し
上位大会への切符を手にした
市内の小中学生を紹介する
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走
り
高
跳
び
で
大
会
新

　
「
第
11
回
登
米
市
小
学
校
陸
上

競
技
大
会
」
は
５
月
27
日
、
米
山

中
学
校
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ

た
。
こ
の
大
会
は
、
第
31
回
全
国

小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
市
予

選
会
を
兼
ね
て
お
り
、
市
内
22
校

の
５
、６
年
生
が
県
大
会
を
目
指

し
、
１
０
０
㍍
、
走
り
幅
跳
び
や

80
㍍
ハ
ー
ド
ル
な
ど
14
種
目
で
健

脚
を
競
っ
た
。

　

男
子
走
り
高
跳
び
で
は
佐
藤

琉り
ゅ
う

輝き

君（
中
津
山
）が
１
㍍
41
を

跳
び
、
大
会
記
録
を
更
新
し
た
。

　

８
０
０
㍍
と
１
５
０
０
㍍
を
除

き
、
各
競
技
の
上
位
３
人
が
６
月

28
日
に
仙
台
市
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
る
県
大
会
最
終
選
考
会
に

出
場
す
る
。

 

全
国
大
会
に
４
人
出
場

　
「
第
31
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
県
最
終
選
考
会
」
は

６
月
28
日
、
仙
台
市
陸
上
競
技
場

で
開
か
れ
、
名
生
倫と

も

君（
新
田
）と

工
藤
凪な

ぎ

紗さ

さ
ん（
石
越
）が
80
㍍

ハ
ー
ド
ル
で
、
佐
藤
琉
輝
君（
中

津
山
）と
佐
々
木
陽ひ

菜な

さ
ん（
登

米
）が
走
り
高
跳
び
で
全
国
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。
走
り
高

跳
び
の
佐
藤
君
は
１
㍍
42
を
跳

び
、
こ
の
大
会
で
も
大
会
記
録
を

更
新
。

　

全
国
大
会
は
８
月
21
、
22
の
両

日
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の
日
産
ス

タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
。
出
場

４
選
手
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。
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　「第 11 回登米市中学校総合体育大会」は団体、個人
は６月６日、陸上競技は６月 16 日、水泳競技は６月 24
日にそれぞれ開かれ、各種目で熱戦が繰り広げられた。
　各種目で上位入賞した個人、団体は、７月 19 から 22
日に県内各地で開かれる第 64 回宮城県中学校総合体育
大会に出場する。
　結果は次ページの通り。
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【
団
体
の
部
】

●
野
球

①
東
和
中
②
津
山
中
③
中
田
中
③
佐
沼
中

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
女
子
①
米
山
中
②
中
田
中
③
南
方
中
③

佐
沼
中

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
津
山
中
▼
女
子
①
新
田
中
②
津

山
中
③
佐
沼
中
③
東
和
中

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
米
山
中
②
佐
沼
中
③
中
田
中
③

石
越
中
▼
女
子
①
登
米
中
②
中
田
中
③
佐

沼
中
③
米
山
中

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
①
南
方
中
②
中
田
中
③
新
田
中
③

東
和
中
▼
女
子
①
東
和
中
②
佐
沼
中
③
中

田
中
③
南
方
中

●
卓
球

▼
男
子
①
中
田
中
②
南
方
中
③
米
山
中
▼

女
子
①
中
田
中
②
佐
沼
中
③
東
和
中

●
サ
ッ
カ
ー

①
中
田
中
②
南
方
中
③
登
米
中

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
男
子
①
中
田
中
②
佐
沼
中
③
東
和
中
▼

女
子
①
南
方
中
②
登
米
中
③
東
和
中

●
柔
道

▼
男
子
①
米
山
中
②
佐
沼
中
③
中
田
中
▼

女
子
①
米
山
中
②
南
方
中

●
剣
道

▼
男
子
①
新
田
中
②
石
越
中
③
南
方
中
③

佐
沼
中
▼
女
子
①
中
田
中
②
佐
沼
中
③
南

方
中
③
登
米
中

【
個
人
の
部
】

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
①
白
鳥
怜
、
星
柊
也
（
南
方
中
）
②

高
橋
颯
太
、
三
浦
竜
太
（
中
田
中
）
③
及
川

哲
、
菅
原
健
斗
（
中
田
中
）
③
川
上
大
輝
、

岩
渕
勝
哉
（
豊
里
中
）▼
女
子
①
幸
野
紅
映
、

畠
山
奈
櫻
（
東
和
中
）
②
阿
部
陽
向
、
齋

藤
美
紗
妃
（
佐
沼
中
）
③
鈴
木
友
理
、
菅

原
未
夢
（
南
方
中
）
③
菅
原
栞
乃
、
高
橋

果
蓮
（
東
和
中
）

●
卓
球

▼
男
子
①
渡
邊
優
雅（
中
田
中
）②
佐
々
木

雄
大（
中
田
中
）③
阿
部
隆
磨（
中
田
中
）③
髙

倉
涼
平（
中
田
中
）▼
女
子
①
佐
々
木
伶
奈

（
中
田
中
）②
小
野
寺
京
花（
中
田
中
）③
伊
藤

利
理
子（
東
和
中
）③
鹿
野
由
華（
佐
沼
中
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル

▼
男
子
①
秀
友
成（
佐
沼
中
）
②
岩
渕
真
翔

（
東
和
中
）
③
五
十
嵐
雅
弥（
中
田
中
）
③
及

川
弘
貴（
中
田
中
）
▼
女
子
①
菅
原
葵（
東
和

中
）②
伊
藤
ル
ナ（
登
米
中
）③
門
馬
有
紀（
南

方
中
）
③
宮
東
瑞
稀（
中
田
中
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス

▼
男
子
①
小
野
寺
克
文
、高
橋
依
吹（
中
田

中
）②
及
川
遥
輝
、
狩
野
弘
匡（
東
和
中
）
③

伊
藤
優
斗
、村
上
裕
星（
中
田
中
）③
伊
藤
匠
、

袋
あ
さ
ひ（
佐
沼
中
）
▼
女
子
①
三
浦
琴
乃
、

西
郡
も
も（
南
方
中
）②
小
泉
り
の
、
三
浦
咲

乃（
南
方
中
）
③
芳
賀
薫
、
千
葉
朱
香（
登
米

中
）
③
藤
浦
あ
か
ね
、渡
邊
美
優（
南
方
中
）

●
柔
道
男
子

▼
50
㌔
級
①
熊
谷
信
人（
佐
沼
中
）②
阿
部

悠
生（
豊
里
中
）
③
菅
原
大
和（
米
山
中
）
▼

55
㌔
級
①
櫻
田
悠
冬（
米
山
中
）②
野
村
尊

（
米
山
中
）▼
60
㌔
級
①
髙
橋
隼
人（
豊
里
中
）

②
山
内
元
意（
佐
沼
中
）③
但
野
智
哉（
佐
沼

中
）

▼
66
㌔
級
①
大
立
目
陸
人（
米
山
中
）
②
堀

内
大
誠（
中
田
中
）
▼
73
㌔
級
①
遊
佐
龍
太

（
佐
沼
中
）②
佐
藤
茅
人（
豊
里
中
）▼
81
㌔

級
①
下
山
謙
信（
米
山
中
）②
伊
藤
蓮（
米
山

中
）③
後
藤
薪
人（
米
山
中
）▼
90
㌔
級
①
髙

橋
龍
之
丞（
米
山
中
）②
川
村
悠
真（
米
山
中
）

●
柔
道
女
子

▼
44
㌔
級
①
浅
野
仁
那（
豊
里
中
）
②
門
間

有
華（
南
方
中
）▼
48
㌔
級
①
阿
部
夏
海（
中

田
中
）
②
津
藤
理
歩（
南
方
中
）
▼
52
㌔
級

①
阿
部
彬
奈（
米
山
中
）②
髙
橋
春
香（
米
山

中
）
③
千
葉
悠（
米
山
中
）
▼
57
㌔
級
①
平

井
菜
（々
南
方
中
）
▼
63
㌔
級
①
加
藤
ほ
の

か（
米
山
中
）
②
山
口
ひ
か
り（
南
方
中
）
▼

70
㌔
級
①
佐
々
木
あ
す
か（
佐
沼
中
）
▼
70

㌔
超
級
①
千
葉
梓（
米
山
中
）
②
阿
部
紀
子

（
石
越
中
）

●
剣
道

▼
男
子
①
門
間
歩
夢（
南
方
中
）
②
星
雷
巳

（
南
方
中
）
③
伊
藤
竜
唯（
南
方
中
）
③
鈴

木
那
琉（
中
田
中
）
▼
女
子
①
平
野
茉
那（
佐

▼
男
子
①
武
山
直
樹（
佐
沼
中
）
②
渡
邊
偉

月（
佐
沼
中
）
③
千
葉
颯
哉（
佐
沼
中
）
▼
女

子
①
千
葉
琉
美（
津
山
中
）
②
千
葉
由
羽
奈

（
佐
沼
中
）

●
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー

▼
男
子
①
渡
邊
偉
月（
佐
沼
中
）
②
千
葉
琉

士（
佐
沼
中
）
③
佐
々
木
凌
雅（
佐
沼
中
）

●
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

▼
男
子
①
佐
沼
中
②
中
田
中
③
米
山
中
▼

女
子
①
佐
沼
中

●
４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

▼
男
子
①
佐
沼
中
②
登
米
中
③
豊
里
中
▼

女
子
①
佐
沼
中

【
陸
上
】

●
１
０
０
㍍

▼
１
年
男
子
①
和
泉
隼
斗（
佐
沼
中
）
②
菊

地
崚
介（
佐
沼
中
）
③
渡
邊
廉（
南
方
中
）
▼

２
年
男
子
①
篠
原
パ
ト
リ
ッ
ク（
米
山
中
）

②
藤
原
優
真（
佐
沼
中
）
③
藤
浦
駿
佑（
南

方
中
）
▼
３
年
男
子
①
佐
藤
翔（
米
山
中
）

②
千
葉
蒼（
佐
沼
中
）
③
大
槻
柊
平（
米
山

中
）
▼
１
年
女
子
①
唐
橋
あ
ん
じ（
東
和
中
）

②
小
出
幸
慧（
東
和
中
）
③
吉
田
礼
奈（
登

米
中
）
▼
２
年
女
子
①
小
野
寺
史
花（
中
田

中
）
②
佐
藤
桜
桃（
中
田
中
）
③
西
城
愛
菜

（
津
山
中
）
▼
３
年
女
子
①
及
川
優
花（
中
田

中
）
②
寺
川
沙
羅（
米
山
中
）
③
笠
原
愛
花

（
登
米
中
）

●
２
０
０
㍍

▼
男
子
①
千
葉
蒼（
佐
沼
中
）
②
大
槻
柊
平

（
米
山
中
）
③
佐
々
木
清
龍（
津
山
中
）
▼
女

子
①
寺
川
沙
羅（
米
山
中
）
②
佐
藤
陽
美（
東

和
中
）
③
赤
間
朱
里（
豊
里
中
）

●
４
０
０
㍍

▼
男
子
①
永
浦
瑞
希（
南
方
中
）
②
遊
佐
亮

太（
佐
沼
中
）
③
木
村
晴
輝（
米
山
中
）

●
８
０
０
㍍

▼
男
子
①
佐
竹
智
哉（
佐
沼
中
）
②
山
内
悠

椿（
中
田
中
）
③
菅
原
俊
平（
登
米
中
）
▼
女

子
①
小
野
栞（
中
田
中
）
②
主
藤
菜
花（
登
米

中
）
③
柴
田
琴
菜（
南
方
中
）

●
１
年
１
５
０
０
㍍

▼
男
子
①
白
石
元
太（
中
田
中
）
②
熊
谷
圭

真（
中
田
中
）
③
狩
野
汰
登（
中
田
中
）
▼
女

子
①
佐
藤
由
美
香（
東
和
中
）
②
工
藤
凜
々

花（
佐
沼
中
）
③
岩
渕
ゆ
り
か（
豊
里
中
）

●
１
５
０
０
㍍

▼
男
子
①
岩
渕
勝
哉（
豊
里
中
）
②
菅
原
宙

（
石
越
中
）
③
佐
藤
樹（
石
越
中
）
▼
女
子
①

佐
藤
彩
有
花（
東
和
中
）
②
千
葉
奈
々
美（
南

方
中
）
③
主
藤
菜
花（
登
米
中
）

●
３
０
０
０
㍍

▼
男
子
①
大
立
目
和
磨（
米
山
中
）
②
白
石

心
太（
中
田
中
）
③
斉
本
岳（
中
田
中
）

●
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

▼
男
子
①
白
石
博
人（
中
田
中
）
②
高
橋
怜

平（
南
方
中
）
③
但
木
大
介（
新
田
中
）

●
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

▼
女
子
①
及
川
優
花（
中
田
中
）
②
佐
藤
菜

央（
南
方
中
）
③
及
川
心
海（
佐
沼
中
）

●
低
学
年
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

▼
男
子
①
佐
沼
中
②
南
方
中
③
津
山
中
▼

女
子
①
東
和
中
②
豊
里
中
③
登
米
中

●
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

▼
男
子
①
佐
沼
中
②
中
田
中
③
石
越
中
▼

女
子
①
中
田
中
②
南
方
中
③
佐
沼
中

●
走
り
高
跳
び

▼
男
子
①
菅
原
俊
平（
登
米
中
）
②
及
川
遥

輝（
東
和
中
）
③
石
川
怜
暉（
中
田
中
）
▼
女

子
①
小
野
寺
史
花（
中
田
中
）
②
富
士
原
彩

希（
佐
沼
中
）
佐
藤
真
恋（
南
方
中
）
川
口
ゆ

り
か（
南
方
中
）

●
棒
高
跳
び

▼
男
子
①
高
倉
康
平（
佐
沼
中
）
②
菅
原
曻

大（
米
山
中
）
③
木
川
田
秋
音（
佐
沼
中
）

●
走
り
幅
跳
び

▼
男
子
①
阿
部
隼
大（
津
山
中
）
②
佐
藤
翔

（
米
山
中
）
③
齋
藤
誉
史（
石
越
中
）
▼
女
子

①
山
内
藍
子（
中
田
中
）
②
佐
藤
菜
央（
南

方
中
）
③
芳
賀
薫（
登
米
中
）

●
砲
丸
投
げ

▼
男
子
①
中
村
紘
大（
中
田
中
）
②
熊
谷
大

和（
中
田
中
）
③
菅
原
歩
夢（
津
山
中
）
▼
女

子
①
後
藤
茉
友（
佐
沼
中
）
②
千
葉
梓（
米

山
中
）
③
山
村
紗
希
奈（
中
田
中
）

●
四
種
競
技

▼
男
子
①
千
葉
良
樹（
佐
沼
中
）
②
齋
藤
誉

史（
石
越
中
）
③
三
浦
竜
輝（
佐
沼
中
）
▼
女

子
①
高
橋
冴
佳（
南
方
中
）
②
西
城
美
希（
佐

沼
中
）
③
浅
野
紗
耶（
中
田
中
）

沼
中
）
②
八
嶋
莉
恵（
登
米
中
）
③
小
野
寺

菜
月（
中
田
中
）
③
平
野
彩
那（
佐
沼
中
）

【
水
泳
】

●
50
㍍
自
由
形

▼
男
子
①
千
葉
悠
正（
佐
沼
中
）
②
及
川
那

弥（
中
田
中
）
③
佐
藤
航
太（
米
山
中
）
▼
女

子
①
小
野
寺
萌（
佐
沼
中
）
②
三
上
姫
果（
中

田
中
）
③
及
川
茉
結（
中
田
中
）

●
１
０
０
㍍
自
由
形

▼
男
子
①
佐
藤
航
太（
米
山
中
）
②
及
川
那

弥（
中
田
中
）
③
大
田
崇
史（
佐
沼
中
）
▼
女

子
①
小
野
寺
萌（
佐
沼
中
）
②
三
上
姫
果（
中

田
中
）
③
及
川
寿
（々
新
田
中
）

●
２
０
０
㍍
自
由
形

▼
男
子
①
氏
家
翔
平（
佐
沼
中
）
②
石
川
凱

斗（
佐
沼
中
）
③
芳
賀
奎
介（
佐
沼
中
）
▼
女

子
①
佐
藤
明
日
羽（
佐
沼
中
）
②
松
尾
恵（
豊

里
中
）

●
４
０
０
㍍
自
由
形

▼
男
子
①
佐
々
木
侑
汰（
米
山
中
）
②
氏
家

翔
平（
佐
沼
中
）
▼
女
子
①
及
川
真
梨
奈（
佐

沼
中
）
②
佐
藤
明
日
羽（
佐
沼
中
）

●
８
０
０
㍍
自
由
形

▼
女
子
①
千
葉
由
羽
奈（
佐
沼
中
）

●
１
５
０
０
㍍
自
由
形

▼
男
子
①
佐
々
木
侑
汰（
米
山
中
）

●
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ

▼
男
子
①
冨
士
原
雅
仁（
佐
沼
中
）
②
村
上

美
輝（
中
田
中
）
③
太
田
崇
史（
佐
沼
中
）
▼

女
子
①
佐
々
木
愛
梨（
佐
沼
中
）
②
伊
藤
美

怜（
豊
里
中
）
③
沼
倉
菜
月（
中
田
中
）

●
２
０
０
㍍
背
泳
ぎ

▼
男
子
①
富
士
原
雅
仁（
佐
沼
中
）
②
吉
田

泰
斗（
佐
沼
中
）
③
森
山
恭
誠（
佐
沼
中
）

●
１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

▼
男
子
①
千
葉
悠
正（
佐
沼
中
）
②
千
葉
拓

（
佐
沼
中
）
③
千
葉
優
斗（
佐
沼
中
）
▼
女
子

①
山
崎
愛
花（
東
和
中
）
②
山
崎
永
愛（
東

和
中
）

●
１
０
０
㍍
平
泳
ぎ

▼
男
子
①
武
山
直
樹（
佐
沼
中
）
②
千
葉
颯

哉（
佐
沼
中
）
③
佐
藤
和
貴（
津
山
中
）
▼
女

子
①
千
葉
琉
美（
津
山
中
）
②
及
川
茉
結（
中

田
中
）
③
田
邊
光（
登
米
中
）

●
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ
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１
５
８
㌢
、
56
㌔
の
が
っ
ち
り

と
し
た
筋
肉
質
な
体
格
は
、
大
人

の
そ
れ
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
。

佐
藤
君
に
走
り
高
跳
び
を
指
導
す

る
千
葉
先
生
も
「
小
学
生
の
体
つ

き
で
は
な
い
」
と
舌
を
巻
く
。

　

筋
ト
レ
な
ど
は
せ
ず
、
大
好
き

な
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
週

３
日
、
相
撲
で
週
２
日
汗
を
流
し

て
い
る
。
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
で
は
チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
し

て
活
躍
。
相
撲
で
は
今
年
、
念
願

で
あ
っ
た
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。
突
出
し

た
身
体
能
力
を
武
器
に
、
各
種
目

で
高
い
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

陸
上
の
種
目
は
自
分
で
選
ん

だ
。
軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
が

あ
っ
と
い
う
間
に
県
の
優
勝
候
補

に
。
し
か
し
、
１
㍍
40
の
壁
は
厚

く
、
本
番
ま
で
一
度
し
か
ク
リ
ア

で
き
な
か
っ
た
。市
大
会
当
日「
調

子
が
良
く
て
跳
べ
そ
う
」
と
感
じ

た
と
こ
ろ
、
自
己
ベ
ス
ト
の
１
㍍

41
を
マ
ー
ク
。
県
大
会
で
は
、
跳

躍
を
重
ね
る
ご
と
に
調
子
は
上
向

き
に
。
１
㍍
34
で
優
勝
を
決
め
る

と
自
己
記
録
に
挑
戦
。
見
事
に
１

㍍
42
を
ク
リ
ア
し
た
。

　

自
己
ベ
ス
ト
を
出
し
た
と
き
に

楽
し
さ
を
感
じ
る
と
い
う
佐
藤

君
。
全
国
で
の
目
標
は
１
㍍
45
。

大
舞
台
で
今
年
３
度
目
の
楽
し
さ

を
感
じ
る
は
ず
だ
。

 

三
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー

 

目
指
す
は
全
国
大
会
で
の
自
己
ベ
ス
ト
更
新

　

昨
年
、
１
年
生
が
主
体
の
チ
ー

ム
で
県
新
人
大
会
を
制
覇
。
経
験

の
な
さ
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
補
っ

た
。
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
た

今
年
、
立
場
は
一
転
。
追
わ
れ
る

立
場
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
絶
対

に
負
け
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
市
大
会
に
臨
み
、
危
な
げ
な
い

戦
い
で
優
勝
。「
部
員
一
同
、
負

け
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
目
標
は
全
国
大
会
で

の
勝
利
な
の
で
。
で
も
、
精
神
的

に
追
い
詰
め
ら
れ
た
り
、
焦
っ
た

り
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

岩
城
主
将
。
そ
の
自
信
は
、
絶
対

的
な
練
習
量
が
裏
打
ち
す
る
。

　

休
み
は
月
曜
だ
け
。
土
日
祝
日

は
、
公
式
戦
や
練
習
試
合
で
埋

ま
っ
て
い
る
。
岩
城
主
将
は
「
倒

れ
る
ほ
ど
つ
ら
い
練
習
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
な
い
と

県
大
会
で
優
勝
で
き
ま
せ
ん
か

ら
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　

絶
対
的
な
エ
ー
ス
は
い
な
い
。

誰
か
が
一
本
を
取
れ
ば
、
そ
れ
を

つ
な
ぐ
全
員
剣
道
で
勝
つ
。「
試

合
場
に
入
る
の
は
一
人
だ
け
ど
、

常
に
仲
間
と
一
緒
。
部
員
全
員
で

戦
う
の
が
中
田
中
の
剣
道
で
す
」。

こ
れ
ま
で
の
練
習
と
仲
間
を
信

じ
、
サ
ッ
カ
ー
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
に
も
劣
ら
な
い
固
い
絆
を
武
器

に
、
県
大
会
で
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

なでしこジャパンにも負けない固い絆
部員一同が見つめるのは全国での勝利

Junior high school sport competition

Track and Field 
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Yoshino Yukinobu

Yoshida Chinami

Nakamura Mai

Mukai SyogoSanmiya Eriko

Oyama KanaMatsumura Ayako

　

県
や
全
国
大
会
に
出
場
す
る
皆

さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
を

結
び
ま
し
た
ね
。
本
番
で
全
て
の

力
を
出
し
切
れ
る
よ
う
、
良
い
準

備
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

登
米
市
の
小
中
学
校
が
県
や
全

国
で
活
躍
で
き
る
の
は
、
地
域
指

導
者
の
皆
さ
ん
の
力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
。
技
術
力
だ
け
で
は
な
く
、

生
徒
が
地
域
の
皆
さ
ん
と
付
き
合

う
こ
と
で
、
礼
儀
作
法
や
感
謝
の

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
な
ど
、
人
間

と
し
て
も
大
き
く
成
長
し
て
い
ま

す
。
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
は
、
ほ
か
の
ま
ち
に
誇
れ
る

も
の
で
す
。

　

負
け
や
試
合
に
出
れ
ず
引
退
し

た
皆
さ
ん
、
今
は
悔
し
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
悔
し
さ
が

新
し
い
目
標
の
ば
ね
に
な
り
ま

す
。
本
気
の
努
力
は
必
ず
次
に
つ

な
が
り
ま
す
。
勝
っ
た
人
も
負
け

た
人
も
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
頂
点

を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
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　本市の姉妹都市、米国テキサス州サウスレイク市か
ら高校生の男女 5人とその随行２人は 6月９から 15
までの７日間、ホームステイなどで交流を深めました。
　６月 11 日には豊里小中学校９年生全員と「プレゼ
ンテーションコンテスト」で交流。豊里中生徒が英語
で話し、サウスレイクの皆さんが 3段階で内容を評価
しました。酒井里

り

菜
な

さんは「修学旅行についてプレゼ
ンテーションしました。全員から excellent の評価を
もらえてうれしかったです」 アナ・ワーナーさんは「皆
さんの英語は素晴らしく、日本の文化を学べてよかっ
たです」とそれぞれ話していました。

豊里中生徒の見事な英語でのプレゼンテーションに一同にっこ
り。訪問団一行とは身振り手振りを交えて交流を深めました。

　平成 27 年度市総合防災訓練は 6月 7 日、市消防防
災センターを会場に開催しました。本年は中田町を重
点地域に指定。当日は、自主防災組織や消防関係団体
など９団体約 300 人が参加しました。
　訓練では参加者が三つのグループに分かれ、初期消
火、応急救護や指定避難所の運営訓練などを実施。自
主防災組織役員による初動活動の図上訓練も行われ、
それぞれ実際の現場を意識し取り組んでいました。
　訓練に参加した中田町城内の小野寺幸

こう

徳
と く

さんは「毛
布を担架にできることを初めて知りました。普段から
災害時の対応について学習が必要」と語っていました。

バケツリレーで初期消火訓練をする参加者たち。初動対応は地
域で自らするという意識を高めました。

　市歴史博物館で、６月 27 日から８月 30 日まで市制
施行 10 周年・戦後 70 周年企画展として「戦争とくら
し～資料で振り返る戦中・戦後～」が開かれています。
企画展は「開戦前夜」「戦地へ」「学校資料から見る戦
争」「人々のくらし」の４つのテーマで構成されており、
当時の国民学校の日誌や千人針など戦中・戦後の状況
を伝える資料が多数展示されています。
　７月４日、家族で訪れた菅原玲

れい

二
じ

君（佐沼中１年）
は「歴史が好きで、企画展に来たのは２回目です。テ
レビで見るのとは違い、昔本当に戦争があったのだと
あらためて感じられました」と話していました。

軍隊手帳、死亡告知書や青い目の人形など、普段見ることがで
きない貴重な資料が多数展示されています。
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　平成 27 年度市水防訓練は６月 28 日、北上川河川歴
史公園を会場に開催されました。この訓練は、消防団
員の士気高揚、水防技術の向上と体制強化を目的に実
施しています。
　訓練では、袋に砂を詰めて土のうをつくる「準備工
法」堤防の越水を防ぐ「積み土のう工法」堤防の漏水
を防ぐ「シート張り工法」と漏水の圧力を弱め、量を
軽減させる「月の輪工法」を実施。過去に東日本大震
災で河川の堤防が被災していること、これから出水期
を迎えることもあり、団員一同真剣な表情で訓練に取
り組んでいました。

本番を想定しての訓練に、緊張感が漂います。作業は丁寧かつ
迅速に進められました。

　オリンピックデー・フェスタ in とよまは 6月 21 日、
登米小学校を会場に開催されました。
　これは、日本オリンピック委員会が「スポーツから
生まれる、笑顔がある」をスローガンに、オリンピア
ン（オリンピック出場者）やアスリートがスポーツを
通じて被災地を支援するイベントです。今回は、とよ
ま地区市民体育大会と合同で開催。オリンピアン 5人
は体育大会にも参加し、参加者と交流を深めながらス
ポーツの素晴らしさを伝えていました。参加した佐藤
日
ひ

向
なた

さん（登米小 5年）は「オリンピアンのように目
標をもって頑張りたいです」と語っていました。

オリンピックデー・フェスタは3種目を実施。参加者はオリ
ンピアン5人と心地よい汗をかいていました。

　ラグビークリニック in 宮城（宮城県ラグビーフッ
トボール協会主催）は６月 28 日、豊里花の公園を会
場に開催されました。
　クリニックは、ラグビートップリーグのコカ・コー
ラレッドスパークスの現役選手とゼネラルマネジャー
で元ラグビー日本代表監督の向井昭

しょう

吾
ご

さんを講師に
迎え、県内の中高生を対象に技術やプレーでの心構え
などが指導されました。参加した星凌

りょう

太
た

君、小野寺
理
り

央
お

君（共に佐沼中 1年）は「トップリーガーのプレ
ーは大変参考になりました。将来はトップリーグに入
って活躍したいです」と笑顔で話していました。

現役トップ選手からの指導に、子どもたちはいつも以上に熱の
こもったプレーをしました。
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土
砂
災
害
の
約
６
割
は
「
土
砂
災

害
危
険
箇
所
」
で
発
生
し
ま
す
。
市

内
で
は
本
年
６
月
末
現
在
、
６
８
４

カ
所
が
「
土
砂
災
害
危
険
箇
所
」
に
、

そ
の
う
ち
３
２
９
カ
所
が
土
砂
災
害

防
止
法（
※
１
）に
基
づ
く
「
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
」
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
未
指
定
の
土
砂
災
害

危
険
箇
所
に
つ
い
て
も
、
県
が
基
礎

調
査
を
し「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
」

に
順
次
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
「
危
険
箇
所
」
と
「
警
戒
区

域
等
」
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
総
合
支

所
に
土
砂
災
害
危
険
箇
所
図
を
配
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
地

域
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
土
砂
災
害
危
険
箇
所
で
な
く
て

も
、
近
く
に「
が
け
地
」や「
沢
」
な

ど
が
あ
れ
ば
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雨
が
降
り
出
し
た
ら
「
土
砂
災
害

警
戒
情
報
」に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
に
気
象
庁
や
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
気
象
情
報
で
も
流
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な

ど
の
情
報
を
、防
災
行
政
無
線
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
媒
体
を
活
用
し
、

皆
さ
ん
へ
伝
達
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

職
員
や
消
防
団
員
な
ど
が
巡
回
し
て

広
報
活
動
を
徹
底
し
確
実
な
周
知
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
で
防
災
情
報
を
お

伝
え
し
ま
す
。

※
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を
毎

月
１
日
と
15
日
の
２
回
、
午
前
10
時

に
行
っ
て
い
ま
す
。
放
送
が
聞
こ
え

な
い
、
雑
音
が
入
る
な
ど
の
不
具
合

が
あ
る
場
合
は
、
各
総
合
支
所
ま
た

は
防
災
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
ま
す
。

　

気
象
情
報（
大
雨
・
洪
水
・
暴
風
警
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報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
竜
巻
注

意
情
報
な
ど
）や
災
害
情
報
な
ど
の

「
防
災
情
報
」
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
に
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
夜
間
や

外
出
先
な
ど
の
情

報
伝
達
に
最
も
有

効
な
手
段
と
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

避
難
情
報
な
ど
緊
急
性
の
高
い
情

報
を
市
内
に
い
る
人
に
広
く
周
知
す

る
た
め
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
を
携

帯
電
話
へ
配
信
し
ま
す
。
市
民
だ
け

で
な
く
、
市
内
へ
の
通
勤
・
通
学
者
、

観
光
客
な
ど
、
該
当
区
域
内
に
い
る

人
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

事
前
登
録
は
不
要
で
す
が
、
受
信

で
き
な
い
機
種
や
設
定
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
携
帯

電
話
事
業
者
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、 

登
米
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ

フ
エ
ム（
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
）と
、
災

害
情
報
の
放
送
に
関
す
る
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。
災
害
用
に
Ａ

Ｍ
と
Ｆ
Ｍ
両
方
が
聞
け
る
ラ
ジ
オ
を

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
年
寄
り
や
障
が
い
が
あ
る
な
ど

避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
は
、
移
動

時
間
を
考
え
て
早
め
に
避
難
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る

た
め
、
避
難
情
報
を
３
段
階
に
分
け

て
対
象
の
地
域
と
開
設
す
る
避
難
所

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
早
め
の

避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

避
難
情
報
が
出
て
い
な
く
て
も
危
険

を
感
じ
た
ら
自
主
的
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

※
土
砂
災
害
の
多
く
は
木
造
の
１
階

で
被
災
し
て
い
ま
す
。
豪
雨
な
ど

で
避
難
所
へ
の
避
難
が
困
難
な
と
き

は
、
近
く
の
頑
丈
な
建
物
の
２
階
以

上
に
、
そ
れ
も
難
し
い
場
合
は
、
家

の
中
で
よ
り
安
全
な
場
所（
が
け
か

ら
離
れ
た
部
屋
や
２
階
な
ど
）に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。総

務
部
防
災
課　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　市では、各種犯罪の発生抑止を
目的として、迫町佐沼中江地区と
登米町寺池桜小路地区に防犯カメ
ラを設置します。
　画像は、24 時間撮影しますが、
常時監視はせず、警察などから要
請があった場合のみ画像データを
取り出します。
■防犯カメラ稼働開始予定日：平成27年 8月 20日（木）

市民生活部市民生活課（市民総務係）
☎ 0220（58）2118

防災課長
Katsunori  Chiba
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市
で
は
、
市
内
を
は
じ
め
、

県
内
外
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄

付
金
を
「
登
米
市
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
」
と
し
て
収
入

し
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

な
ど
の
基
金
に
積
み
立
て
た

後
、
寄
付
者
の
意
向
に
沿
っ

た
事
業
の
経
費
に
充
て
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
に
１
２
５
６
万
７
２
５
０

円（
80
件
）の
寄
付
金
を
い
た

だ
き
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

に
７
５
６
万
７
２
５
０
円（
79

件
）、
上
杉
奨
学
金
貸
付
基
金

に
５
０
０
万
円（
１
件
）を
積
み

立
て
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
26

年
度
中
に
各
種
事
業
で
活
用
す

る
た
め
、
８
２
７
万
９
２
９
４

円
を
支
出
し
て
い
ま
す【
表

１
】。【
表
２
】は
平
成
27
年
３

月
31
日
現
在
の
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
の
積
立
額
で
す
。平

成
27
年

４
月
１
日
か
ら
、
市
外
に
在
住

す
る
１
万
円
以
上
の
寄
付
者
を

対
象
に
、
金
額
に
応
じ
て
ポ

イ
ン
ト
を
進
呈
し
て
い
ま
す
。

１
０
２
種
類
の
謝
礼
品
の
中
か

ら
、
保
有
ポ
イ
ン
ト
の
範
囲
内

で
お
好
き
な
商
品
を
選
べ
ま

す
。

　

謝
礼
品
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、

対
象
者
に
は
個
別
に
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
の
謝
礼
品
カ
タ
ロ
グ
を

送
付
し
ま
す（
※
市
内
在
住
で
、

３
万
円
以
上
寄
付
さ
れ
た
人
に

は
、
別
途
謝
礼
品
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
）。

総
務
部
総
務

課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１
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事前の申し
込みは不要です。なお、
傍聴者からの質問は受け
付けませんのでご了承く
ださい。

評価結果は市の
最終判断ではありませんが、結果を参考に予算編成
や今後の行政活動の改善に向けて取り組んでいきま
す。

企画部企画政策課（行政改革推進係）
☎ 0220（22）2147

　

本
年
８
月
１
日
か
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
、
施
設
入
所
者
の
負
担
割

合
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

　

収
入
が
年
金
の
み
の
場
合
は
年
収

２
８
０
万
円
以
上
の
人
が
、
年
金
以

外
の
収
入
が
あ
る
場
合
は
合
計
所
得

金
額
が
１
６
０
万
円
以
上
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
を
対
象

に
新
た
に「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

を
交
付
し
ま
す
。
新
し
い
負
担
割
合

は
こ
の
負
担
割
合
証
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

市
民
税
の
課
税
所
得
１
４
５
万
円

以
上
の
人
が
い
る
場
合
は
対
象
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
65
歳
以
上
の

人
が
単
身
で
収
入
が
３
８
３
万
円

未
満
、
２
人
以
上
で
収
入
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
負
担

上
限
軽
減
の
申
請
を
す
る
こ
と
で
、

基
準
額
が
３
万
７
２
０
０
円
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
配
偶
者
が
市
民
税
を
課

税
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
預
貯

金
な
ど（
現
金
、
有
価
証
券
な
ど
も

含
む
）が
、
配
偶
者
が
い
る
人
は
合

計
２
千
万
円
、
い
な
い
人
は
１
千
万

円
を
超
え
る
場
合
に
は
軽
減
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

※
非
課
税
世
帯
と
は
、
世
帯
員
全
員

が
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世

帯
で
す
。
配
偶
者
は
別
世
帯
の
場
合

を
含
み
ま
す
。

　

食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
を
受

け
て
い
な
い
人
が
対
象
と
な
り
ま
す

（
世
帯
全
員
が
非
課
税
で
、
引
き
続

き
食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
を
受

け
る
人
の
相
部
屋
代
は
変
わ
り
ま
せ

ん
）。

◉
　

社
会
福
祉
法
人
な
ど
で
提
供
し
て

い
る
通
所
介
護
、
訪
問
介
護
、
短
期

入
所
生
活
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護（
予
防
含
む
）、
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介

護
、
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
の
サ
ー
ビ
ス
費
の
１
割

相
当
額
、
食
費
と
居
住
費（
滞
在
費
）

を
軽
減
し
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
福
祉

事
務
所
長
寿
介
護
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
介
護
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　行政サービスの質を向上させていくために、行政評
価委員が市民の視点で事業の改善に向けて助言をす
る外部評価を公開で実施します。

　

評価対象事業は、市ホームページまた
は総合支所市民課窓口のチラシをご覧ください。

㊍



14

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
と
随
意
契
約（
先
着

順
）で
市
有
財
産（
土
地
）を
売
却
し
ま
す
。

※
一
般
競
争
入
札
の
物
件
に
つ
い
て
は
、現
地
説

明
会
を
開
催
し
ま
す（
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

申
込
用
紙
は
総

務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て

持
参
し
て
く
だ
さ
い（
必
要
書
類
は
総
務
課

財
産
係
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

※
詳
細
は
電
話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
部
総
務

課（
財
産
係
）　

〒
９
８
７
―
０
５
１
１　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

㊊

㊊

㊊

㊋

㊋

国勢調査は、平成 27 年 10 月１日現在、日本に住んでいる全ての人およ 
　び世帯が対象です。
平成 27 年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で

　欠くことのできないデータを得るため実施します。調査結果は、さまざ
　まな法令に利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活環境
　の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。
今回の調査では、先にインターネットでの回答を受け付け、インターネッ

　トで回答されなかった世帯には紙の調査票を配布して調査をします。紙
　の調査票は、調査員に直接提出いただくか、郵送でも提出いただけます。
９月 10 日から、調査員がインターネット回答のための書類を配布しま

　すので、インターネットでの回答をお願いします。

　　

◉
　

国勢調査2015 検索
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市
内
の
中
高
生
の
「
生
き
る
力
」「
課
題

を
解
決
す
る
力
」
を
育
み
、
将
来
の
起
業

家
と
し
て
育
成
を
図
る
た
め
「
起
業
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
生
徒
だ

け
で
な
く
大
人
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

▼
市
内
の
中
学
生
、
高
校
生

の
希
望
者
20
人
を
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
、

４
チ
ー
ム
を
編
成
▼
起
業
・
創
業
に
関
わ
る

会
社
設
立
、
事
業
計
画
作
成
、
資
金
調
達
、

模
擬
店
運
営
、
財
務
諸
表
作
成
、
決
算
処

理
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験

本
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
多
く
の
地
域
関
係
機
関
か
ら

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

産
業
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
室

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

死brand@
city.tom

e.m
iyagi.jp

㊎

㊏

㊎

㊏

㊐

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
。
市
内
で
も

多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。
地
震
は
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
い
自
然
災
害
で
す
。
し
か

し
備
え
る
こ
と
で
被
害
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
お
住
ま
い
の
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
に
対
す
る

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
件
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断
50
件
、

耐
震
改
修
工
事
10
件
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
５
件
、
生
垣
な
ど
の
設
置
５
件

※
対
象
物
件
や
補
助
額
な
ど
に
つ
い
て
は
、

区
分
や
建
物
の
規
模
で
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
住
宅
都
市
整
備
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。平

成
27
年
12
月
18
日（
金
）

建
設
部
住
宅

都
市
整
備
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

　

昨
年
４
月
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う

低
所
得
者
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

本
年
度
も
臨
時
福
祉
給
付
金
を
給
付
し
ま

す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
７
月

末
日
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
通
知
の

内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、
忘
れ
ず
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。▼

本
年
１
月
１
日
に
登

米
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
▼
本
年
１
月

１
日
に
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
▼
平

成
27
年（
平
成
26
年
中
）市
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
▼
平
成
27
年（
平
成
26
年
中
）

市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
税
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
。

１
人
６
千
円

平
成
27
年
８
月
３
日（
月
）

〜
12
月
28
日（
月
）

※
郵
便
申
請
の
場
合
は
、
平
成
27
年
12
月

28
日
消
印
有
効
。登

米
市
臨
時
福
祉
給
付
金

専
用
電
話

０
１
２
０（
２
９
４
）１
１
５

※
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
お
近
く

の
警
察
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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迫
　迫地区が６月13日で交通死亡事故ゼロ連続２年間を達
成し、感謝状贈呈式は市役所迫庁舎で行われました。
　佐沼警察署の笹原隆

りゅう

二
じ

署長から、地区を代表して市役
所迫総合支所の髙橋充

みつる

支所長へ感謝状が贈られました。
　感謝状を受け取った髙橋支所長は「交通量の多い地区で
交通事故ゼロ２年間を達成できたのは、地域皆さんの協力
の賜物です。一日一日と積み重ね３年を目指します」と、
記録の継続に向け決意を新たにしました。

登米
　第 64回登米芭蕉祭俳句大会は登米公民館で開催され、
市内外から多くの俳句愛好者が参加しました。
　俳句大会では、事前に投句をする「兼題」と当日に句を
詠む「席題」があります。兼題はお題の指定がなく、市内
小・中・高生の部に 4401句、一般の部に 315句の投句
がありました。席題のお題は「夏帽子」と「夏茱

ぐ

萸
み

」で、
56句が詠まれました。
　入選者には、それぞれ賞状と副賞が贈られました。

東和
　東京みやぎ東和会（源仁

じん

壽
じゅ

会長）の総会は、東京都台東区
にあるグリーンパークで開催され、会員のほか、市から市
議会議員ら９人が出席しました。
　総会後の懇親会では、ふるさとの発展を願いながら、懐
かしい思い出や近況などを語り合いました。歌や踊りなど
の催しも行われ、にぎやかな会となりました。また、シイ
タケなど東和の特産品が販売され、ふるさとの味を求めな
がら故郷に思いを馳せていました。

中田
　登米総合産業高校（鈴木琢

たく

也
や

校長）の農業クラブでは、同
校前の国道 346号線でサマーセーフティーキャンペーン
を実施しました。
　生徒たちは、自分で育てたニチニチソウの鉢とメッセー
ジカードを「登米総合産業高校です。安全運転でお願いし
ます」と、元気よく声を掛けながらドライバーに手渡しま
した。参加した生徒は「この活動が交通事故の減少につな
がればうれしいです」と話していました。

TOWNS TOPICS
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豊里
　豊里町子ども会育成会連合会（遠藤たえ子

こ

会長）では、第
30回子ども綱引き大会を豊里公民館大ホールで開催しま
した。
  当日は、13地区から 21チームが出場し、心を一つに
力を合わせ一生懸命に綱を引きました。
　予選リーグを勝ち抜いた上位６チームが決勝トーナメン
トに進出。激戦の末、竹花地区の竹の子子ども会Ａチーム
が優勝しました。

石越
　ふるさとスポーツ祭石越大会ニュースポーツの部は、石
越総合運動公園などで開催されました。
　当日は、悪天候のためターゲット・バードゴルフは中止
となりましたが、グラウンド・ゴルフとユニカールの２種
目に約150人が参加しました。
　小雨の中行われたグラウンド・ゴルフ。参加者たちは、
雨を吹き飛ばすような力強いプレーを見せ、ホールインワ
ンが数多く出るなど、白熱した大会となりました。

津山
　つやま幼稚園では、津山地区防犯指導隊や登米警察署、
柳津駐在所の協力のもと、防犯教室を園内の遊戯室で開催
しました。
　防犯教室では、防犯指導隊員と警察署員が「子どもが外
で遊んでいる時に、知らない人から声を掛けられる」とい
う内容の寸劇を実施しました。また、防犯標語「いかのお
すし」のパネルを使って防犯について分かりやすく説明。
園児たちは、身を守る方法を真剣に学んでいました。

米山
　西野地区コミュニティ・米岡小学校合同運動会は同小の
校庭で開催。地域と小学校の絆をより強くしたいと、今回
初めて実施されました。
　競技種目の中には、小学生と地区住民が一緒に参加する
米岡音頭や紅白玉入れもあり、会場は大いに盛り上がりま
した。参加した千葉三

さぶ

郎
ろう

さん（新町）は「子どもからお年寄
りまで、普段会えない人とも交流できる良い機会」と話し
ていました。

南方
　登米市スポーツ少年団南方支部の結団式は南方総合運動
場で行われ、団員ら160人が出席しました。
　本年度のスポ少の登録状況は、12団体 175 人、指導
者 68人。昨年度は南方ソフトテニススポーツ少年団と南
方バリキーズスポーツ少年団が県内外で好成績を残しまし
た。
　参加者たちは、昨年の成績を上回れるよう練習に励むこ
とを誓い合いました。
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～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

　今回のおはなし会は間近に迫った「七夕」
に関する紙人形劇や紙芝居、絵本の読み聞
かせなどをしました。最後には、短冊に願
い事を書き、全員で竹に短冊を吊るしまし
た。一足先に七夕気分を味わい、みんな楽
しい時間を過ごしていました。
　　　　　　　　　（7月 4日：迫図書館）

☎
☎
☎

　「おもしろかった！」と話
してくれた満叶くんと叶舵
くん。短冊には満叶くんは
「およげますように」、叶舵
くんは「カブトムシがいっ
ぱいとれますように」と書
きました。

（右）新田 満
ま

叶
かな

くん（小 1）
（左）新田 叶

かな

舵
た

くん（4歳）
　　　　　　迫町・大形
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Monthly Hot Communication

Health

くん
（迫町大網南）

ちゃん
（迫町的場）

ちゃん
（迫町仮屋）

ちゃん
（迫町大形）

くん
（迫町小金丁）

ちゃん
（迫町八幡）

くん
（迫町大網西）

ちゃん
（迫町永田）

ちゃん
（迫町大網南）

ちゃん
（迫町光ヶ丘東）

ちゃん
（豊里町横町）

くん
（迫町駒木）

くん
（迫町大網南）

ちゃん
（迫町大網西）

ちゃん
（迫町上舟丁）

ちゃん
（東和町米川7区）

ちゃん
（中田町神ノ木）

くん
（米山町狐崎）

ちゃん
（南方町原）

くん
（東和町米川6区）

ちゃん
（登米町中町）

くん
（登米町日野渡）

くん
（登米町館山）

くん
（登米町上館）

くん
（迫町五日町）

ちゃん
（迫町光ヶ丘東）

ちゃん
（中田町茶畑）

くん
（中田町加賀野二）

ちゃん
（中田町十文字）

くん
（中田町本町畑中）

ちゃん
（中田町加賀野二）

ちゃん
（中田町本町畑中）

くん
（中田町弥勒寺北）

ちゃん
（豊里町下町）

ちゃん
（豊里町浦軒）

くん
（豊里町横町）

くん
（豊里町新町）

くん
（豊里町保手）

くん
（豊里町鴇波）

ちゃん
（豊里町新町）

くん
（南方町大門）

くん
（南方町北本郷）

ちゃん
（南方町北本郷）

くん
（南方町原）

ちゃん
（南方町北大畑）

ちゃん
（南方町苔野谷地上）

くん
（米山町六軒屋敷）

ちゃん
（南方町峯）

くん
（南方町大門）

ちゃん
（南方町大岳）

ちゃん
（津山町横山6区）

ちゃん
（南方町苔野谷地下）

ちゃん
（南方町細川）

くん
（津山町本町一丁目）

くん
（津山町横山6区）
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　１６６㌢でＡＢ型です。
　フレッシュミート佐利中江店で

働いています。店では、肉をさばいたり、
接客したりしています。外食店舗の立ち上
げで店長をしていたこともあります。接客
は苦手でしたが、何度も対応するうちに慣
れました。今ではお客さんと話をするのが
楽しいですね。

　寂しがり屋です。
ツーリングをしています。昨年、

中型免許を取り、この６月に岩手県の八幡
平に行ってきました。途中で豪雨や雷で大
変でしたが、それもいい思い出ですね。

　サッカーとフットサルです。
サッカーは小学４年から始め、現在は登米
クラブに所属しています。登米郡の中総体
で優勝したこともあります。

包容力があり、甘えさせ
てくれそうな人。芸能人でいうと麻生久美
子さんみたいな人が好きです。35 歳まで
には結婚したいですね。

　バイクの大型免許
を取って、アメリカでツーリングをしたい
です。広大な道を何も気にせず走ってみた
いですね。体を動かすことが好きなので、
サーフィンやスノーボードもやりたいです。
波のトンネルの中を滑ることができたら、
とても気持ちいいでしょうね。

登米産の牛や豚が
もっと有名になってほしいです。

　

広
報
と
め
７
月
号
の
12

ペ
ー
ジ
「
２
０
１
５
春　

叙

勲
」
の
佐
藤
秀し
ゅ
う

二じ

さ
ん
の

経
歴
で「
豊
里
町
議
会
議
長
」

が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。
同

ペ
ー
ジ
佐
藤
雅ま
さ

明あ
き

さ
ん
の
受

章
名
を
「
旭
日
単
光
章
」
と

し
て
い
ま
し
た
が
、「
瑞
宝

単
光
章
」
の
誤
り
で
し
た
。

24
ペ
ー
ジ
「
タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ

ク
ス
」
の
中
田
町
の
記
事
で

「
榊
原
剛ご

う

三ぞ
う

副
会
長
」
と
し

て
い
ま
し
た
が
、「
坂
正ま
さ

直な
お

副
会
長
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。
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　私の夢は、市中総体駅伝大会で区間三連
覇し、中田中学校を二連覇に導くことです。
　私が区間三連覇という大きな目標を持つ
ことができたのは、１、２年のときに私を
駅伝大会に出場させてくれた先生たちのお
かげです。その先生たちに感謝し、恩返し
するため、努力していきたいと思います。
そして、先輩たちに教わった「今までつな
いできてくれてありがとう」という、仲間
への感謝の気持ちを忘れずに頑張ります。
一本のたすきにメンバー全員の思いを込
め、二連覇に向けて、しっかりつないでい
きたいと思います。

平成24年６月25日生まれ
米山町・新町
涼さんの次女

ちゃん（３歳）

　よくおしゃべりを
する明花ちゃん。歌
が大好きで、妖怪
ウォッチを歌ってい
ます。これからもわ
が家のアイドルでい
てね。

平成27年３月11日生まれ
迫町・萩洗
竜也さんの長女

ちゃん（０歳）

　わが家のお姫さま
です。これからの成
長が楽しみ。どんど
んおっきくなってね。

Monthly Hot Communication

Child
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健
康
が
一
番
。
も
っ
と
旅
行
し
た
い
ね

仲
人
の
紹
介
で
結
婚
し

ま
し
た
。
農
業
し
な
が
ら
、
東
京

や
神
奈
川
、
愛
知
に
出
稼
ぎ
に

行
っ
て
た
の
で
、
家
に
居
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
ね
。

同
じ
石
森
か
ら
嫁
い
で

き
ま
し
た
。
自
分
の
家
や
他
の
家

の
田
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

子
ど
も
が
居
た
け
ど
、
お
ば
あ
さ

ん
に
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
の
で
、

助
か
り
ま
し
た
。

旅
行
が
好
き
で
、
昨
年
、

京
都
の
嵐
山
に
行
き
ま
し
た
。
お

寺
巡
り
で
２
時
間
歩
い
た
の
で
、

疲
れ
た
ね
。大阪

の
造
幣
局
で
期
間

限
定
で
「
桜
の
通
り
抜
け
」
と
い

尽
き
る
こ
と
が
な
い

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

　

登
米
市
市
制
施
行
10
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
に
は
、
在
京
町
人
会

の
各
会
長
と
共
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
大

勢
の
来
賓
や
布
施
孝
尚
市
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
登
米
市
の
歩
み

や
少
子
高
齢
化
問
題
、
多
く
の
支

援
対
策
な
ど
重
要
課
題
に
全
力
を

尽
く
し
て
き
た
市
政
に
心
打
た
れ

ま
し
た
。
今
後
も
歩
み
を
止
め
ず

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
を
思
う
と
、
懐
か
し

い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
浮
か
び
上

が
り
ま
す
。
毎
月
送
ら
れ
て
く
る

「
広
報
と
め
」。
市
内
９
町
の
出
来

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Monthly Hot Communication

One's Home

　

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
米
山
町

は
、
迫
川
、
新
川
に
囲
ま
れ
、
広

大
な
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
米
山
に
春
を
呼
ぶ
10
万
株
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。
町
の
代
表
的
な

風
物
詩
で
あ
り
、
咲
き
誇
る
姿
は

見
事
な
も
の
で
す
。
米
山
で
採
れ

る
お
米
は
、
都
会
の
人
た
ち
に
大

好
評
で
、
私
も
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

東
京
米
山
会
が
発
足
し
た
の
は

昭
和
59
年
３
月
。
東
京
都
千
代
田

区
に
あ
る
東
京
麹
町
会
館
で
開
催

し
た
設
立
総
会
に
は
、
１
８
１
人

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
32
年
た
っ
た
今
で
も
、
ふ
る

さ
と
の
話
が
尽
き
ず
続
い
て
い
ま

す
。
今
年
の
３
月
に
、
第
32
回
東

京
米
山
会
の
総
会
・
懇
親
会
を
東

京
都
江
東
区
に
あ
る
ア
ン
フ
ェ
リ

シ
オ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
懐
か

し
の
母
校
校
歌
を
歌
っ
た
り
、
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
と
、

参
加
者
全
員
が
ふ
る
さ
と
を
し
の

び
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
復
興
に

少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
、
米

山
の
物
産
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
日
々
の
生
活
に
大

き
な
爪
痕
を
残
し
た
大
震
災
。
今

で
も
振
り
返
る
と
、
胸
が
締
め
付

け
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
で
す
。
今

後
も
微
力
な
が
ら
復
興
に
協
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

う
の
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

さ
ま
ざ
ま
な
八
重
桜
が
咲
き
誇
り
、

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
ね
。

旅
行
先
の
写
真
や
ス
タ

ン
プ
を
見
る
の
が
楽
し
み
。

旅
行
で
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
行
け
る
の
で
幸
せ
だ
ね
。

夫
婦
共
同
で
野
菜
を
作

る
こ
と
か
な
。
作
っ
た
野
菜
は
愛

菜
館
に
出
し
て
い
ま
す
。

九
州
や
中
国
地
方
に

行
っ
て
み
た
い
で
す
。
同
じ
日
本

で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
文
化
は
違

い
ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
た
め
に
も
、

二
人
で
ず
っ
と
健
康
で
暮
ら
し
た

い
ね
。



23 2015.8

　

今
月
は
、
南
方
町
に
あ
る
道
の

駅
「
も
っ
こ
り
の
里
」
の
永
浦
駅

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

当
駅
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
も
っ
こ
り
」
と
は
、
地
域
が
盛

り
上
が
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
。
こ
こ
か
ら
日
本
中
に
や
る

気
と
元
気
を
届
け
た
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
勧
め
は
、
生
産
量
県
内
１
位

の
「
も
っ
こ
り
に
ら
」
で
す
ね
。

肉
厚
で
柔
ら
か
く
甘
み
が
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
店
内
に
あ
る
農
村
レ
ス
ト

ラ
ン
「
野
の
花
」
で
は
、
採
れ
た

て
の
野
菜
を
使
っ
た
バ
イ
キ
ン
グ

の
ほ
か
、
登
米
産
牛
を
使
用
し
た

牛
丼
セ
ッ
ト
が
大
好
評
。
パ
ン
工

房
「
菓
音
」
で
は
、
ブ
ド
ウ
パ
ン

や
ト
マ
ト
バ
ジ
ル
パ
ン
が
人
気
で

す
ね
。

　

毎
週
日
曜
日
に
、「
週
が
わ
り

の
ひ
と
く
ち
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
生
産
者
が
自
分
で
栽
培
し

た
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
レ
シ
ピ

を
紹
介
、
試
食
販
売
を
し
ま
す
。

　

今
の
季
節
、
伊
豆
沼
れ
ん
こ
ん

（
８
月
〜
３
月
）、
モ
モ
や
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
な
ど
が
お
勧
め
。
伊
豆
沼

れ
ん
こ
ん
は
、
も
っ
ち
り
と
し
た

口
あ
た
り
が
特
徴
で
す
。

道
の
駅
み
な
み
か
た
「
も
っ
こ
り

の
里
」

☎
０
２
２
０（
５
８
）３
１
１
１

●
９
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
７
月
31
日
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て

掲
載
し
ま
す
。
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宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
生
涯
い
き
い
き
と
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

診
く
だ
さ
い
。

昭
和
14
年
４
月
１
日
〜

昭
和
15
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

平
成
27
年
８
月
１
日

〜
平
成
27
年
11
月
30
日

登
録
医
療
機
関
で
の

個
別
受
診
と
な
り
ま
す
。対
象
者

に
受
診
案
内
と
冊
子
を
郵
送
し
ま

す
。

無
料

【問い合わせ】登米市南方町新高石浦130番地　死kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp
　市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116　 0220（58）3345

　

▶

☎

▶

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

医
療
局
で
は
、医
療
を
取
り
巻

く
環
境
や
経
営
状
況
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

医
師
と
職
員
が
地
域
に
出
向
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
す
る

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

職
員
派
遣
の
費
用
は
無
料
で
す
。

市
内
の
団
体
ま

た
は
サ
ー
ク
ル
で
、10
人
以
上
の

参
加
が
見
込
ま
れ
る
団
体（
政
治

活
動
や
宗
教
活
動
、営
利
活
動
を

目
的
と
す
る
団
体
は
除
き
ま
す
）。

年
末
年
始
を
除
く
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時
の
間

で
、時
間
は
約
90
分
と
し
ま
す
。

申
込
団
体
が
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。費
用
が
発
生
す
る
場
合

は
、申
込
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

経
営
管
理
部
企

画
課（
市
民
病
院
南
館
１
階
）に
備

え
付
け
の
申
込
書（
医
療
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
よ
り
、開
催
希
望
日
の
２
週

間
前
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。な
お
、開
催
日
は
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。医

療

局
経
営
管
理
部
企
画
課（
企
画
係
）

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
０
３
０

　　

市
で
は
、思
春
期
の
「
こ
こ
ろ
」

と
「
か
ら
だ
」
の
元
気
を
応
援
し

て
く
れ
る
高
校
生
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
し
ま
す
。

迫
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、
氏
名
・
高
校
名（
学

年
）・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

講　師

カウンセラー
加藤 美

み か

香 氏

ピアカウンセラー
助産師

精神科医師
福地 成

なる

 氏
保健師

内　容

コミュニケーションを学ぶ

思春期のからだ

思春期のこころ

日　時
平成27年
8月4日㊋
13:30～15:30
平成27年
8月10日㊊
13:30～15:30
平成27年
8月17日㊊
13:30～15:30

1

2

3

件
名
に
「
思
春
期
元
気
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
受
講
希
望
」
と
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
７
月
31

日（
金
）

　

高
齢
者
で
「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」「
元
気
が
な
く
何
も

や
ろ
う
と
し
な
く
な
っ
た
」
な
ど

の
気
に
な
る
症
状
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
精
神
科

医
が
相
談
に
応
じ
ま
す（
相
談
は

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
）。

平
成
27
年
８
月
28
日

（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

福
祉
事
務
所
長

寿
介
護
課（
介
護
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１
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Good health is a great blessing

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更になる場合があります。各医療機関に確認の上、受診くださ
い。

㊊ ☎

㊋ ☎

㊌ ☎

㊍ ☎

㊎ ☎

　

夏
バ
テ
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が

絡
み
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
代
表

的
な
原
因
と
し
て
は
次
の
３
つ
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

暑
く
な
る
と
、
汗
を
出
し
た
り

血
管
を
広
げ
た
り
し
て
体
温
を
逃

そ
う
と
体
温
調
節
に
自
律
神
経
が

頑
張
り
ま
す
。
し
か
し
、
冷
房
の

効
い
た
室
内
と
暑
い
屋
外
の
寒
暖

の
差
で
体
が
対
応
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
何
度
も
繰
り
返
さ

れ
る
と
自
律
神
経
に
負
担
が
か
か

り
、
こ
の
症
状
が
ひ
ど
く
な
る
と

め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
頭
痛
な
ど

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

体
か
ら
熱
を
放
出
す
る
に
は
汗

の
元
に
な
る
水
分
が
必
要
で
す
。

高
温
多
湿
の
時
な
ど
は
、
汗
が
蒸

発
し
な
い
た
め
、
体
の
中
か
ら
熱

を
放
出
で
き
ず
に
熱
が
こ
も
り
体

調
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す
。
脱
水

に
な
る
と
頭
痛
、
む
く
み
、
下
痢
、

嘔
吐
な
ど
、
ひ
ど
い
時
に
は
命
の

危
険
を
伴
い
ま
す
。

　

夏
の
暑
さ
で
体
温
が
高
く
な
る

と
、
胃
腸
へ
の
血
流
が
少
な
く
な

～

り
ま
す
。
ま
た
冷
た
い
飲
み
物
を

大
量
に
取
る
と
胃
酸
も
弱
ま
る
た

め
、
胃
腸
の
温
度
が
下
が
り
、
消

化
器
官
内
の
消
化
酵
素
の
働
き
も

低
下
し
ま
す
。

　

夏
は
炭
水
化
物
の
摂
取
が
多
く

な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
が
活
発

に
な
り
ま
す
。
代
謝
に
必
要
な
の

が
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

１
は
、
胚
芽
米
や
豚
肉
な
ど
に
多

く
含
ま
れ
、
ニ
ラ
と
一
緒
に
調
理

す
る
こ
と
で
効
率
良
く
摂
取
で
き

ま
す
。「
も
っ
こ
り
ニ
ラ
の
ス
ー

プ
カ
レ
ー
」
で
暑
い
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

市
民
病
院
栄
養

管
理
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

スープカレー トッピング野菜
320㌘（8本） タマネギ 200㌘（中1個）
20㌘（大さじ2杯）パプリカ 40㌘（20㌘を2枚）
200㌘（中1個） ブロッコリー 40㌘
20㌘（2カケ） ジャガイモ 120㌘（小2個）
100㌘（1束） ニンジン 80㌘
50㌘ トウモロコシ 280㌘（中1本）
20㌘（大さじ2杯）スナップエンドウ 40㌘（8本）
10㌘（2個）
1,500㍉㍑

宮
城
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合（
給
付
課
）

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
０
２
１
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災害時安定供給施設

　

登
米
市
市
民
歌
の
普
及
を
図
る

た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
昼
の
時

報
を
５
月
下
旬
か
ら
市
民
歌
に
変

更
し
て
い
ま
す
が
、
７
月
下
旬
か

ら
市
役
所
各
庁
舎
で
使
用
し
て
い

る
電
話
機
の
外
部
保
留
音
も
市
民

歌
に
変
更
し
ま
す
。企

画
部
企
画
政

策
課（
企
画
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

市
内
在
住
で
開
業
を
考
え
て
い

る
人
や
６
次
産
業
化
な
ど
を
目
指

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
市
内
の

３
商
工
会
が
共
催
で「
創
業
チ
ャ

☎

☎

レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」（
全
３
回
）を

開
催
し
ま
す
。

①
平
成
27
年
９
月
５
日

（
土
）②
９
月
19
日（
土
）③
10
月
３

日（
土
）＝
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

30
分

「
創
業
の
心
構
え
」

「
売
れ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

（
基
礎
編
）」
「
利
益
計
画
を
立

て
て
み
る
」
「
事
業
計
画
書
を

作
成
し
よ
う
」
「
売
れ
る
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り（
実
践
編
）」　

「
個
別
相
談
会
」

登
米
中
央
商
工
会（
２
階

研
修
室
）20

人無
料平

成
27
年
８
月
31

日（
月
）

▼
登
米
み
な
み
商
工
会

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
３
３
１

▼
登
米
中
央
商
工
会　

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

◉
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
な
ど
に

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
手
当
月

額
は
本
人
の
所
得
に
よ
り
決
定
さ

れ
、
最
大
で
第
１
子
４
万
２
千

円
、
第
２
子
５
千
円
、
第
３
子
以

降
３
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す（
生

計
同
一
な
扶
養
義
務
者
の
所
得
に

よ
っ
て
は
手
当
全
額
が
支
給
停
止

さ
れ
ま
す
）。

◉
　

受
給
資
格
者
は
毎
年
８
月
１
日

〜
31
日
の
間
に
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
に

は
７
月
末
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し

ま
す
。

◉
　

心
身
に
一
定
の
障
が
い
を
持
つ

児
童
を
監
護

す
る
父
母
な

ど
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で

す
。
手
当
月

額
は
対
象
と

な
る
児
童
の

障
が
い
の
程
度
で
決
定
さ
れ
、
１

級
で
５
万
１
１
０
０
円
、
２
級
で

３
万
４
０
３
０
円
で
す
。
本
人
の

所
得
お
よ
び
生
計
同
一
な
扶
養
義

務
者
の
所
得
に
よ
っ
て
は
手
当
全

額
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

◉
　

受
給
資
格
者
は
毎
年
８
月
11
日

〜
９
月
10
日
の
間
に
所
得
状
況
届

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
８
月
初
旬
に
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
手
当
も
必
要
な
届
け

出
を
し
な
い
と
手
当
の
支
給
が
差

し
止
め
ら
れ
た
り
、
受
給
資
格
が

無
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り

▼
み
や
ぎ
北
上
商
工
会

☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
親
子

の
た
め
に
、
日
本
の
学
校
生
活
に

つ
い
て
学
ぶ
会
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
27
年
８
月
９
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

迫
公
民
館

小
中
学
生
、
保
護
者
、

教
師
、
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

人
、
関
心
の
あ
る
人

無
料

日
本
の
学
校
生
活
や
高

校
進
学
に
つ
い
て
の
説
明
、
親
の

体
験
談
、
相
談
タ
イ
ム

平
成
27
年
７
月
31

▶

▶

▶

▶

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

　

☎

　

平
成
27
年
度
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
な
ど
の
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

国
語
、社
会
、数
学
、

理
科
、
外
国
語（
英
語
）

 

平
成
27
年
８

月
24
日（
月
）〜
９
月
11
日（
金
）

平
成
27
年
10
月
28

日（
水
）

宮
城
県
庁
行
政
庁

舎
９
０
４
会
議
室

教
育
委
員
会
学

ま
す
。必
ず
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
子

育
て
支
援
課（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

校
教
育
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
６

日（
金
）

教

育
委
員
会
学
校
教
育
課（
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
６

０
２
２
０（
３
４
）２
５
０
４

死gakkoukyoiku@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

夏
は
肌
の
露
出
が
多
く
な
り
汗

も
か
く
こ
と
か
ら
、
電
気
が
流
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
暑
さ

で
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
に

な
り
、
感
電
事
故
が
多
く
な
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、
毎
年
８
月

を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
定

め
、
電
気
に
関
す
る
安
全
運
動
を

展
開
し
、
広
く
電
気
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
電
気
安
全

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

（
財
）東
北
電
気

保
安
協
会　

佐
沼
営
業
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）４
４
３
７

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
完
売
し

ま
し
た
。
商
品
券
の
使
用
期
限
は

平
成
27
年
11
月
23
日（
月
）で
す
。

▼
み
や
ぎ
北
上
商
工
会
本
所

☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

▼
登
米
み
な
み
商
工
会
本
所

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
３
３
１

▼
登
米
中
央
商
工
会
本
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

☎ ☎ ☎ ☎
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迫
公
民
館
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
は
さ
ま
が
共
同
で
青
年
層

を
対
象
と
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企

画
。
楽
し
い
小
旅
行
へ
一
緒
に
出

か
け
ま
せ
ん
か
。

平
成
27
年
８
月
30
日（
日
）

出
発
＝
午
前
８
時

山
形
県（
山
形
市
ほ
か
）

 

ラ
ス
ク
工
場
見
学
、
水

車
生
そ
ば
名
物
の
鳥
中
華
を
味
わ

う
、
モ
モ
＆

ブ
ド
ウ
狩
り

体
験
、
ニ
ッ

カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
仙
台
工
場
見
学

20
〜
40
歳
ま
で
の
男
女

先
着
30
人

千
円（
当
日
徴
収
）

平
成
27
年
８
月
21

日（
金
）

　

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
済
み
期
間
が
40
年
間
に
満
た

な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳

に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
で
、
満
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

に
は
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間

や
保
険
料
の
免
除
期
間
が
原
則

25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
に
限
る
）。

　

海
外
在
住
の
日
本
国
籍
を
持

つ
人
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保

険
料
の
納
付
済
み
期
間
な
ど
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

▼
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
３

平
成
27
年
８
月
４
日（
火
）

〜
８
月
６
日（
木
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分

登
米
市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

　

Ｄ
Ｖ
や
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
虐
待
な
ど
人
間
関
係

で
傷
つ
い
た
人
の
心
の
回
復
の
た

め
の
講
座
で
す
。
個
人
的
な
体
験

を
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

事
者
だ
け
で
は
な
く
、
関
心
の
あ

る
人
の
参
加
も
可
能
で
す
。

市
役
所
南
方
庁
舎

毎
月
第
３
水
曜
日
、
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

無
料

※
事
前
に
電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い（
匿
名
可
）。

テーマ
傷つきにより失ったもの
～再び、歩き出すために悲しみをみつめる～
人との境界線とコミュニケーション
～健全な関係を考える～
育った環境・子どもへの暴力の影響
～安心・安全な家庭環境とは？～
自尊心を取り戻す
～わたしの力を実感する～

開催日

㊌

㊌

㊌

㊌

託
児
希
望
の
場
合
は
、

６
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い（
託
児
は
無
料
で
す
が
、
お

や
つ
代
や
保
険
代
な
ど
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

福

祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

死kosodateshien@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

（
第
１
研
修
室
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
・
編
集
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル

各
研
修
項
目
10
人

（
先
着
順
）
※
受
講
料
無
料

平
成
27
年
７
月
31

日（
金
）

迫
公
民
館　

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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☎

㊏
㊎

◉

☎

㊏

◉

☎

㊌
㊐

◉

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

　

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
完
全
電
話
予
約
制

で
す
。
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
ご

予
約
願
い
ま
す
。

※
予
約
の
際
に
、「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」
な
ど
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
27
年
８
月
27
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午
後
１

時
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

【古
川
年
金
事
務
所 （
お
客
様
相
談

室
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
４

【

平
成
27
年
８
月
25

日（
火
）
❶
午
前
９
時
30
分
〜
❷

午
前
11
時
〜
❸
午
後
１
時
30
分
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所（
登
米
保
健

所
）

平
成
27
年
８
月
４
日（
火
）

▼
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」　

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課 （
障

害
福
祉
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分（
受

け
付
け
＝
午
後
０
時
15
分
〜
）

登
米
警
察
署

警
察
官
を
目
指
す
高
校

生
を
対
象
に
し
た
警
察
官
採
用
試

験
の
説
明
、警
察
装
備
品
の
展
示
、

県
警
音
楽
隊
公
演
な
ど電

話

平
成
27
年
７
月
31

日（
金
）午
後
５
時

保
護
者
の
参
加
も
可
。

駐
車
場
は「
と
よ
ま
蔵
ジ
ア
ム
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登
米
警
察
署（
警
務
課
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

登
米
市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

☎ ☎ ☎ ☎
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◉

平
成
27
年
８
月
23
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
（
５
日
前
ま
で

予
約
）

石
越
公
民
館

◉
ワ
ー
ド
＝
海
水
浴
の
案
内
状
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
27
年
８
月
11
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
８
月
14
日

（
金
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
み

　

市
で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士

と
協
力
し
、
債
務
の
返
済
な
ど
に

つ
い
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
成
27
年
８
月
７
日

（
金
）、８
月
21
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
午
後
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

７
日
＝
佐
竹
孝た

か
ゆ
き行（

司
法

書
士
）、
21
日
＝
菅
野
高た

か

雄お
（
弁
護

士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商

工
観
光
課（
商
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

よ
う

平
成
27
年
８
月
18
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
８
月
21
日

（
金
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時

※
受
講
日
前
日
ま
で
予
約

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
千
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ソ

コ
ン
・
ネ
ッ
ト
・
み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

平
成
27
年
８
月
22
日（
土
）

午
後
１
時
〜

石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と

記
念
館
駐
車
場
ほ
か

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
よ
さ
こ
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、「
舞

姿
道
み
ろ
く
」
に
よ
る
よ
さ
こ
い

演
舞
、
お
み
こ
し
練
り
歩
き
、
お

楽
し
み
抽
選
会
ほ
か

ＮＨＫ仙台放送局と登米市、公益財団法人登米文化振興財団では、登米市市制施行10周年を記念し「民謡をたずねて」
の公開収録を実施します。この番組は、日本を代表する民謡歌手が、地元をはじめ全国各地の民謡の魅力をたっぷりと紹介す
る番組です。観覧をご希望の方は、次の要領でお申し込みください。

☎ 

☎ 

観覧者募集♪

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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（平成27年 6月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,540 10,283 10,954 21,237（▲11）

登米 1,802 2,393 2,615 5,008  （▲7）  

東和 2,436 3,347 3,488 6,835  （▲9）

中田 4,928 7,739 8,193 15,932  （▲4）  

豊里 2,136 3,359 3,452 6,811  （▲6）

米山 2,864 4,730 4,961 9,691       （1）

石越 1,610 2,554 2,641  5,195 （▲12）

南方 2,638 4,305 4,564 8,869    （0）

津山 1,210 1,709 1,862 3,571（▲11）

合計 27,164 40,419 42,730 83,149（▲59）
※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○飲酒運転は犯罪です。飲酒運転は絶対にやめましょう。
○7月、8月は正面衝突と二輪車の交通事故が増えています。
漫然運転することなく、ハンドルを握った際は集中して運
転しましょう。
○出会い頭の交通事故が多発しています。安全確認を徹底し
ましょう。
○過去10年の事故統計から7月、8月の事故多発日は7月25
日、8月24日となっていますので注意しましょう。

（平成27年6月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

H27 H26 増減数

人身事故
発生件数 132件 177件 ▲45件

死者数 1人 0人 1人

負傷者数 183人 212人 ▲29人

物損事故
発生件数 774件 916件 ▲142件

※平成27年１月からの延べ件数

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 曇り
消防署北出張所（石越） 0.05 曇り
消防署東出張所（東和） 0.05 曇り
消防署津山出張所 0.06 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.05 曇り
消防署西出張所（南方） 0.05 曇り

　

佐
沼
高
校
と
佐
沼
東
中
央
商
店

会
が
協
力
し
、
佐
高
祭
を
盛
り
上

げ
ま
す
。平

成
27
年
８
月
30
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

佐
沼
高
校
校
内
お
よ
び

正
門
付
近
特
設
会
場

佐
高
祭
一
般
発
表
、
に

ぎ
わ
い
市
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
佐

高
ク
ラ
ス
対
抗
手
作
り
み
こ
し
大

行
進

佐
沼
東
中
央
商

店
会
実
行
委
員
長　

白
石
勝か
つ

男お

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
３
６

『
サ
ミ
ー
と
シ
ェ

リ
ー　

七
つ
の
海
の
大
冒
険
』

平
成
27
年
８
月
22
日（
土
）

午
前
10
時
〜（
午
前
９
時
30
分

開
場
）

午
後
１
時
30
分
〜（
午

後
１
時
開
場
）

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

幼
児
〜
大
人

無
料

登
米
市
視
聴
覚

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

大
平
聡さ

と
し

氏（
宮
城
学
院
女

子
大
学
教
授
）

平
成
27
年
７
月
26

日（
日
）午
後
２
時
〜
／
旧
亘
理
邸

（
参
加
無
料
）

平
成
27

年
８
月
１
日（
土
）午
後
２
時
〜
午

後
３
時
／
研
修
室
／
50
円（
材
料

費
）

井
崎
米よ
ね

子こ

氏（
宮
城
県
生

涯
学
習
支
援
員
・
登
米
市
歴
史
博

物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

平
成
27
年
８
月
２

日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分
／
研
修
室（
参
加
無
料
）

平
成
27
年
８
月
８
日（
土
）①
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜

午
後
３
時
／
小
学
生
以
上
／
研
修

室
／
50
円（
材
料
費
）※
要
予
約

平
成
27

年
８
月
16
日（
日
）①
午
前
10
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分
②
午
後
２
時

〜
午
後
３
時
／
研
修
室
／
50
円

（
材
料
費
）
※
手
ぬ
ぐ
い
持
参
し

な
い
人
は
１
５
０
円（
要
予
約
）

手
ぬ
ぐ
い（
周
囲
を
三

ツ
折
り
縫
い
し
て
あ
る
も
の
）

平
成
27
年
８
月
22
日（
土
）①
午
前

10
時
〜
正
午
②
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
／
小
学
４
年
生
以
上

（
保
護
者
同
伴
で
あ
れ
ば
小
学
３

年
生
以
下
で
も
参
加
可
）／
研
修

室
／
１
０
０
円（
材
料
費
）

市
歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

石
ノ
森
章
太
郎

ふ
る
さ
と
記
念
館

☎
０
２
２
０（
３
５
）１
０
９
９

平
成
27
年
９
月
20
日

（
日
）

ア
イ
エ
ス
総
合
ボ
ー
ト

ラ
ン
ド（
北
方
長
沼
ボ
ー
ト
場
）

実
行
委
員
会
事

務
局　

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
６
３
３

☎ ☎ ☎ ☎



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

　「普段使う道をきれいにしたい」「お世話に
なった病院に恩返しをしたい」と思ったのが
環境美化活動を始めたきっかけ。登米市民病
院周辺を、40年以上にわたり季節の花々で
彩りを添えてきました。
　花は全て自分で育て、植栽しているプラン
ターの数は約 500。植栽だけではなく、朝
４時に起床し、花に水をかけるなど肥培管理
も徹底していました。「何かをするときは、
信念を持って最後までやり通さないとね」と
笑って話す鈴木さん。40年以上も続けてき
たのは、病院や地域への感謝の気持ちと強い
意志があったからです。

　これまでに特に印象に残っていることを尋
ねると「長沼で花を植えていたら、苗が足り
なくなって自宅に戻ったんだ。苗を持って
戻ったら、植えた 100本の苗が全部カラス
に抜かれていたよ。それもいい思い出だね」
と語ってくれました。
　昨年秋に体調を崩し、それ以降は花の植栽
は中断。これからは、地域や病院職員などが
この活動を引き継ぐことになりました。６月
３日、これまでの功績を称え、病院から感謝
状が贈呈されました。鈴木さんは「愛情を持っ
て、花を管理してほしい」と自身の意志をみ
んなに託しました。

▼
今
号
で
取
材
し
た
ア
ス
リ
ー

ト
は
、
み
ん
な
夢
や
目
標
は
必

ず
か
な
う
と
言
っ
て
く
れ
た
。

そ
う
言
い
切
る
姿
は
、
性
別
、

年
齢
な
ど
関
係
な
く
か
っ
こ
よ

い
と
思
っ
た
。
今
の
自
分
に
言

い
切
る
だ
け
の
強
さ
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
や
っ
ぱ
り
ま
だ
ま

だ
だ
。
ぶ
れ
な
い
強
さ
を
身
に

付
け
て
い
き
た
い
。（
及
川
）

▼
市
中
総
体
の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
結
果
に
関
わ
ら
ず

精
一
杯
戦
っ
て
い
る
選
手
を
見

て
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で

は
選
手
だ
け
で
な
く
、
声
を
枯

ら
し
な
が
ら
一
生
懸
命
応
援
す

る
生
徒
達
や
一
緒
に
涙
す
る
保

護
者
の
姿
も
。
選
手
た
ち
を
信

じ
最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。（
佐
藤
）

▼
広
報
を
編
集
す
る
と
き
は
、

皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
見
や
す
い
よ
う
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
で

は
気
付
か
ず
、
言
わ
れ
て
初
め

て
気
付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

広
報
に
携
わ
り
「
日
本
語
っ
て

難
し
い
な
」
と
、
あ
ら
た
め
て

思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
読
み

や
す
い
広
報
を
届
け
ら
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。（
田
代
）

Profi le


	243号_1
	243号_2
	243号_3
	243号_4
	243号_5
	243号_6
	243号_7
	243号_8
	243号_9
	243号_10
	243号_11
	243号_12
	243号_13
	243号_14
	243号_15
	243号_16
	243号_17
	243号_18
	243号_19
	243号_20
	243号_21
	243号_22
	243号_23
	243号_24
	243号_25
	243号_26
	243号_27
	243号_28
	243号_29
	243号_30
	243号_31
	243号_32

